
17歳男性の400ml全血採血（まとめ）  

1．17歳群でのⅤVRの頻度は1．6％であり、コントロール群と差を認めなかった。  

2．血球系（赤血球数，Ht値，Hb量等）の値は両群とも3か月後には概ね採血前値に回復   

したが、Hb値が献血基準（12．5g／dl）まで回復しなかったのは両群とも各1例（0．3％）   

であった。この2例の採血前Hb値は12．6，12．9g／dl、フェリチン値は4．0，6．3ng／mlで   

あった。  

3．採血前のフェリチン値は17歳群はコントロール歳群に比して有意に低かったが、   

3か月後の回復率は17歳群ではコントロール群より速やかであった。  

4．鉄欠乏状態と考えられるフェリチン値12ng／ml未満の比率は，両群に差はなかった。  

【結論】  

17歳男性における400ml全血採血は、コントロール群の18■19歳と比較してⅤVRの  

発生率に差がなく、だるさ等の不定愁訴は17歳でやや高率であったが殆どは1週間以内に  

症状を認めなくなり、Hbの回復には両群差がなく、血清フェリチン値は採血前値で  

やや低い傾向は認めたが、回復はより速やかであることから、安全に施行可能と考える。  
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採血副作用発生率（年齢別・性別・採血種類別：平成柑年度）  

採血剤作用（全体）発生率  
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採血副作用発生率（年齢別・性別・採血種類別：平成19年度）  

Ⅵ偶発生卒【男性】  
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採血副作用発生率（年齢別・性別・採血種類別：平成19年度）  
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血小板数の推移  

対ま献血者  

対象データ  

：血小板献血を4年間で24回以上実施した献血者  

：追跡劇始から24国分のデータ（24回以上でも最初の24回分）  

各対象劇血看の24回分のデータから回帰直繕を作成し、傾き（a）を求めた。  

献血回数lこよる血小板教の変化（全献血者）  
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傾きaの加齢による変化  
傾き（a）  

PT（計）  18－19  20－24  25－29  30－34  35－39  4α－ヰ4  ヰ5－49  50－54   

n  2丁37  88  324  4丁9  538  48丁  410  321  110  
合計                       平均  

SD   
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狂 供血者保護のための採血基拳設定に閲すを研究   

採血中，直後の所見は初回Z00ml採血例の方が有  

意笹高率にみられたo  

iii苫も直の回復状況について検討した結果は下記  

のごとくである。   

約3か月間隔（3か月士2週間）の採血詳車の男  

性群では，初回採血前億に比して王2か月後（射啓採  

血後3か月日）の値は有意fヂ＜0．弧＝に低下し  

ていた。また，女性群では初回前債と6か月後（2  

回採血蔚），初回前患と9か月後（3回採血前）と  

の比較で鶴 それぞれ後者が有意（ぎ＜0．00りに  

低下していた掴l．2）。約4姦1月間隔（4か月士  

2週間）の採血群においでば，男女両群ともに採血  

新値と4か月後（2回採血帝）あるいは8か月後r3  

回採血前）との間には′有意差は認められなかった。  

iv 血清フェリチソ億の南榎状況についで検討し  

た成読ほ下記のごとくである。   

約3か月間隔の採血群では，男女南洋ともに前回  

持 副作用の発生状況について軌 蓑4－色の各  

事項について，採血敵 中．後（七∴／ダー内に留ま  

って、る置＝について問診し，さらに帰宅時調査用  

耗（表ヰーb）を配付して1週間の身体状況につい  

て返答を深めた。また，対殿として200血採血薯に  

ついても同様の鶉査を行った。   

挽血前所見の有無と採血も後，1週間の副作用  

発生率と甲関係を男女鰍こみると，男性群では前所  

見潜りの群でいずれもが，また女性群では前所見有  

鋸詳㊥1週間の発生率のみが有意に高率であった。   

408ml採血後にみられた副作用を，200ml採血  

（主に移動採血率1後のそれと比較ナると，両者間  

には有意義が認められなかったf表5）。また，母  

体セの、、如8追抜血餅に取って検討すると，採血中，  

l週間の所見に裾羞がみられず，採血後のL所見では  

むしろ2叩血l 

初回4∞血族血例と初回200ml採血例の比較でも   
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図】13ケ月間隋採取時のへモダpビンの回復状溌  
（％）  

－19－  



攣轡  

採1血耶おょび採血後1か月厄の検査の平均値（Il＝供血巻数）   

（M士SD）  
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採血副作用件数  

（平成18年度）  
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IvvR軽症  威VVR   

■vvR転倒  

神経損傷   

職皮下出血   

■静脈炎   

書その他  

副作用  VVR  VVR  虔幸二二  ≠ 
種類  儀痘  重症  出血  中寺  損傷   

発生 件  37，257  l，553  10，433  581   469   2，953  53，246 
数  

発生率 （％）  0「75  0．03  0．01  0．21  0．01  0．06  1，07   

弐＝＝   VVR   ∨VR   神経   皮下 出  静脈炎  その他  合計   

種類  転倒   損傷   血  

発生   118   114  120   105   
件数  

12   256   725   

発生率 ％  0．002  0．（氾2  0．002  0．002・  0．000  0．005  0．015   
（）  

＊副作用1～5  
J叩8Jle5e  

尺edCJりざSSoc由少   
採血副作用には、本採血前（不採血）の副作用も含む。  
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■初回十再来  
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初回VVR発生率（％）  再来VVR発生率（％）  
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初回献血者、∨VR歴あり献血者の∨しR発生率（％）  
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200mL  400mL  

平成16年10月～平成17年9月  J∂p∂〃e5e  
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